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第
一
項
　
歴
史

長
浜
曳
山
祭
は
長
浜
市
の
中
心
市
街
地
の
東
に
位
置
す
る
長
濱
八
幡
宮
の
祭
礼

と
し
て
毎
年
四
月
一
三
日
か
ら
一
六
日
を
中
心
に
お
こ
な
わ
れ
る
。
と
く
に
子
ど

も
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
曳
山
狂
言
と
そ
れ
を
お
こ
な
う
曳
山
の
巡
行
は
有
名
で
、

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

長
濱
八
幡
宮
は
長
浜
市
宮
前
町
に
鎮
座
し
、
応
神
天
皇
・
仲
哀
天
皇
・
神
功
皇

后
の
三
神
を
ま
つ
る
。
延
久
元
年
（
一
〇
六
九
）
に
石
清
水
八
幡
宮
を
勧
請
し
た

の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
、
中
世
に
は
八
幡
庄
の
産
土
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
る
。
元

亀
年
間
に
消
失
す
る
も
、
長
浜
城
主
と
な
っ
た
羽
柴
秀
吉
に
よ
り
復
興
し
、
今
に

至
る
。

曳
山
祭
の
由
来
は
、
秀
吉
の
在
城
当
時
八
幡
宮
の
祭
り
で
太
刀
渡
り
と
い
う
武

者
行
列
を
始
め
、
そ
の
後
秀
吉
の
男
子
出
生
を
祝
っ
て
町
民
に
祝
金
を
振
舞
い
、

そ
れ
を
も
と
に
各
町
で
曳
山
を
造
っ
て
祭
り
で
渡
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て

い
る
。

天
正
一
一
年
（
一
五
八
三
）
に
秀
吉
は
、
長
浜
町
に
対
し
て
町
屋
敷
年
貢

三
〇
〇
石
を
免
除
す
る
。
天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
に
朱
印
状
に
改
め
ら
れ
、

の
ち
に
支
配
す
る
彦
根
藩
も
踏
襲
す
る
。
朱
印
地
に
な
っ
た
長
浜
は
商
工
都
市
・

宿
場
町
・
湊
町
と
し
て
発
展
し
て
い
く
。
と
く
に
繊
維
業
は
盛
ん
で
、
絹
な
ど
は
、

浜
糸
・
浜
絹
・
浜
縮
緬
と
し
て
京
都
な
ど
に
出
荷
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
財
力
を
も

と
に
曳
山
祭
は
発
展
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

一
七
世
紀
前
半
の
曳
山
祭
で
は
、
曳
山
巡
行
の
ほ
か
に
町
々
に
よ
る
練
物
も
お

こ
な
わ
れ
た
。
練
物
と
は
「
太
刀
渡
り
」
や
「
大
首
大
衣
服
」
と
い
っ
た
武
士
の

格
好
な
ど
に
仮
装
を
し
て
練
り
歩
く
も
の
で
あ
る
。
一
七
世
紀
半
ば
に
は
練
物
は

廃
れ
、
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
前
半
に
は
芸
能
が
演
じ
ら
れ
る
構
造
の
曳

山
が
町
組
ご
と
に
造
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に
は
既
に
曳
山
で
何
ら
か
の
芸
能
が
演

じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
曳
山
で
狂
言
が
演
じ
ら
れ
た
初
出
は
、
寛
保
三

年
（
一
七
四
二
）
の
猩
々
丸
の
本
教
（
台
本
）
と
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
以

降
の
外
題
記
録
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、
曳
山
狂
言
で
お
も
に
歌
舞
伎
を

演
じ
て
い
た
こ
と
や
、
作
者
・
太
夫
・
三
味
線
・
役
者
の
出
身
地
や
人
名
な
ど
が

わ
か
る
。
シ
ャ
ギ
リ
（
囃
子
）
の
初
出
は
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
編
纂
さ
れ

た
『
淡
海
木
間
攫
』
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
屋
台
の
下
に
て
は
鐘
鼓
・
横
笛
を
以
っ

て
俗
楽
を
な
す
。
土
俗
こ
れ
を
以
っ
て
し
ゃ
ぎ
り
を
は
や
す
と
い
う
」
と
あ
り
、

曳
山
の
巡
行
に
際
し
て
シ
ャ
ギ
リ
を
演
奏
す
る
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て

一
九
世
紀
前
半
に
曳
山
の
上
部
に
亭
が
整
っ
て
い
く
。
亭
と
は
シ
ャ
ギ
リ
を
演
奏

す
る
場
所
で
あ
る
。

祭
礼
日
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
ま
で
は
八
幡
宮
の
例
祭
日
で
あ
る
九
月

一
五
日
を
本
日
と
し
て
い
た
が
、
太
陽
暦
の
採
用
に
よ
り
一
か
月
遅
れ
と
な
る
。

た
だ
し
明
治
六
年
だ
け
は
明
治
天
皇
誕
生
日
（
天
長
節
）
の
一
一
月
三
日
の
翌
日
、

四
日
が
祭
礼
日
と
な
っ
た
。
明
治
二
七
年
か
ら
大
正
一
二
年
は
、
前
年
の
祭
礼
で

一
番
山
の
御
旅
所
神
前
入
り
の
際
に
、
長
刀
組
へ
の
挨
拶
が
な
か
っ
た
と
い
う

問
題
か
ら
、
太
刀
渡
り
（
一
〇
月
一
五
日
）
と
曳
山
巡
行
（
四
月
一
五
日
）
と
分

か
れ
て
お
こ
な
っ
て
い
る
。
大
正
一
三
年
か
ら
昭
和
二
四
年
は
再
び
一
〇
月
一
五



第一章 長浜曳山祭の概要 / 第一節 長浜曳山祭の概要 | 2

一
方
、
各
山
組
に
お
い
て
も
一
月
か
ら
若
い
衆
・
中
老
・
祭
典
委
員
会
な
ど
が
寄

合
い
を
重
ね
る
。

狂
言
の
準
備
と
し
て
、
ま
ず
一
月
下
旬
か
ら
二
月
上
旬
に
各
山
組
は
役
者
依
頼

を
お
こ
な
い
、
役
者
と
な
る
子
ど
も
が
決
ま
る
。
そ
の
後
二
月
上
旬
に
配
役
を
決

め
る
役
者
決
め
、
二
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
衣
装
・
鬘
合
わ
せ
、
三
月
中
旬
に
稽
古

場
の
設
営
を
お
こ
な
い
、
三
月
二
〇
日
頃
か
ら
祭
り
前
日
ま
で
狂
言
の
稽
古
を
お

こ
な
う
。

シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
は
、
各
山
組
で
一
年
中
お
こ
な
わ
れ
る
。

長
浜
曳
山
祭
の
行
事
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

● 

四
月
九
日
～
一
二
日　

線
香
番
（
九
日
）
・
裸
参
り

● 

四
月
一
三
日　

起
し
太
鼓
・
御
幣
迎
え
・
神
輿
渡
御
・
籤
取
り
式
・
十
三
日

　

 
 
 

 

番
（
自
町
狂
言
）

● 

四
月
一
四
日　

狂
言
執
行
（
自
町
狂
言
）
・
登
り
山
・
役
者
夕
渡
り

● 

四
月
一
五
日　

起
し
太
鼓
・
春
季
例
大
祭
・
役
者
朝
渡
り
・
長
刀
組
太
刀
渡
り
・      

 
  

長
刀
組
翁
招
き
・
狂
言
執
行
・
神
輿
還
御
・
戻
り
山

● 

四
月
一
六
日　

後
宴
狂
言
執
行
（
自
町
狂
言
）
・
観
劇
会

● 

四
月
一
七
日　

御
幣
返
し

な
お
、
平
成
一
三
年
か
ら
は
、
四
月
の
第
一
土
曜
日
に
長
浜
市
曳
山
博
物
館
に

お
い
て
曳
山
交
替
式
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
曳
山
博
物
館
で
は
出
番
山
の
四
基
が
収

納
展
示
さ
れ
て
お
り
、
曳
山
交
替
式
で
博
物
館
か
ら
曳
き
出
さ
れ
、
各
山
組
の
山

蔵
ま
で
巡
行
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
次
年
度
の
曳
山
四
基
が
収
納
さ
れ
る
。

日
に
合
同
で
お
こ
な
わ
れ
、
昭
和
二
五
年
か
ら
昭
和
三
一
年
は
曳
山
巡
行
を
四
月

一
五
日
、
太
刀
渡
り
を
一
〇
月
一
五
日
に
お
こ
な
い
、
昭
和
三
二
年
以
降
は
と
も

に
四
月
一
五
日
に
お
こ
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
昭
和
一
二
年
か
ら
昭
和
二
三
年
は

戦
争
お
よ
び
そ
の
後
の
混
乱
の
た
め
曳
山
の
巡
行
を
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
昭
和

二
四
年
に
、
豊
国
神
社
の
豊
公
三
五
〇
年
奉
賛
行
事
で
曳
山
狂
言
の
執
行
が
お
こ

な
わ
れ
、
翌
昭
和
二
五
年
か
ら
本
格
的
に
曳
山
祭
は
再
開
し
て
い
る
。

第
二
項
　
行
事
内
容

現
在
、
曳
山
祭
で
は
一
三
の
山
組
が
曳
山
を
曳
行
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
長
刀

組
を
除
く
一
二
の
山
組
が
曳
山
で
狂
言
を
執
行
す
る
。
長
刀
組
は
毎
年
曳
山
の
曳

行
と
太
刀
渡
り
を
お
こ
な
う
が
、
ほ
か
の
一
二
の
山
組
は
三
年
に
一
度
の
み
曳
山

を
曳
行
し
狂
言
を
執
行
し
て
い
る
。
狂
言
を
お
こ
な
う
山
組
は
出
番
山
、
そ
れ
以

外
は
暇
番
山
と
よ
ば
れ
る
。
出
番
山
の
組
み
合
わ
せ
は
①
春
日
山
（
本
町
組
）
・
月

宮
殿
（
田
町
組
）
・
青
海
山
（
北
町
組
）
・
諫
皷
山
（
御
堂
前
組
）
、
②
鳳
凰
山
（
祝

町
組
）
・
高
砂
山
（
宮
町
組
）
・
猩
々
丸
（
船
町
組
）
・
壽
山
（
大
手
町
組
）
、
③
翁

山
（
伊
部
町
組
）
・
常
磐
山
（
呉
服
町
組
）
・
萬
歳
樓
（
瀬
田
町
組
）
・
孔
雀
山
（
神

戸
町
組
）
で
あ
る
。
な
お
、
山
組
が
財
政
難
な
ど
の
理
由
に
よ
り
狂
言
を
執
行
で

き
な
い
こ
と
も
あ
る
。

囃
子
は
シ
ャ
ギ
リ
と
よ
ば
れ
、
曳
山
巡
行
、
狂
言
の
始
め
と
終
わ
り
、
裸
参
り

や
籤
取
り
式
な
ど
祭
り
の
各
場
面
で
演
奏
さ
れ
る
。
シ
ャ
ギ
リ
は
出
番
山
の
山
組

だ
け
で
な
く
、
暇
番
山
の
山
組
も
応
援
に
行
く
な
ど
し
て
参
加
し
て
い
る
。

長
浜
曳
山
祭
の
準
備
は
前
年
の
一
一
月
一
日
に
八
幡
宮
の
参
集
殿
で
お
こ
な
わ

れ
る
山
組
集
会
（
初
集
会
）
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
。
こ
こ
で
は
出
番
と
な
る
山

組
の
出
場
意
向
の
確
認
を
す
る
。
翌
年
二
月
一
日
に
八
幡
宮
の
参
集
殿
で
開
催
さ

れ
る
山
組
集
会
で
出
番
の
正
式
決
定
お
よ
び
外
題
な
ど
の
発
表
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
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(2) 

山
組

長
浜
曳
山
祭
の
長
刀
組
と
曳
山
狂
言
を
担
う
一
二
の
山
組
は
、
曳
山
祭
が
成
立
・

発
展
し
た
江
戸
時
代
の
長
浜
五
二
か
町
に
基
盤
を
置
き
、
そ
の
一
か
町
な
い
し
六

か
町
で
一
つ
の
山
の
組
合
、
つ
ま
り
「
山
組
」
を
構
成
し
て
い
る
。
太
刀
渡
り
を

お
こ
な
う
長
刀
組
や
曳
山
狂
言
を
す
る
山
組
は
若
い
衆
と
、
若
い
衆
を
終
え
た
中

老
と
で
祭
り
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

曳
山
狂
言
に
か
か
る
行
事
や
役
割
を
担
う
若
い
衆
と
曳
山
や
そ
の
曳
行
・
警
備
、

祭
礼
の
進
行
な
ど
を
担
う
中
老
か
ら
な
り
、
若
い
衆
の
代
表
を
筆
頭
と
い
い
、
中

老
の
代
表
を
負
担
人
と
い
う
。
各
山
組
全
体
の
代
表
は
負
担
人
が
務
め
て
い
る
。

山
組
で
は
、
主
と
な
っ
て
祭
り
を
執
行
す
る
負
担
人
や
筆
頭
な
ど
の
役
員
選
出

に
つ
い
て
、
山
組
を
構
成
す
る
町
が
輪
番
制
で
当
た
る
当
番
町
制
度
を
採
っ
て
い

る
と
こ
ろ
と
、
当
番
町
制
度
を
や
め
て
山
組
全
体
が
一
つ
と
な
っ
て
選
出
す
る
と

こ
ろ
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
狂
言
執
行
に
つ
い
て
も
従
来
ど
お
り
若
い

衆
が
す
べ
て
を
担
う
「
若
い
衆
祭
り
」
の
と
こ
ろ
と
、
若
い
衆
と
中
老
が
一
緒
に
な
っ

て
担
う
「
総
祭
り
（
全
町
祭
り
）
」
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
近
年
「
若
い
衆
祭
り
」

か
ら
「
総
祭
り
」
へ
移
行
す
る
山
組
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
山
組
の
構
成
人

員
の
不
足
、
携
わ
れ
る
時
間
の
制
限
、
資
金
の
負
担
増
な
ど
の
理
由
か
ら
の
変
化

で
あ
る
。

山
組
の
構
成
人
員
も
、
従
来
な
ら
山
組
の
町
内
に
居
住
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の

が
、
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
社
会
の
変
化
に
伴
っ
て
か
、
次
第
に
若
い
人
や
若
夫

婦
が
山
組
内
か
ら
出
て
居
を
構
え
た
り
、
遠
方
へ
就
職
し
た
り
し
て
若
い
衆
の
減

少
な
ど
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
山
組
内
の
町
に
居
住
す
る
者
の
ほ
か
、
親

な
ど
が
山
組
内
に
い
て
山
組
外
に
居
住
し
て
い
る
者
、
山
組
内
に
店
舗
が
あ
り
山

第
二
節
　
長
浜
曳
山
祭
の
組
織

　

長
浜
曳
山
祭
を
執
行
お
よ
び
保
存
伝
承
す
る
組
織
は
、
總
當
番
や
山
組
と

い
っ
た
近
世
以
来
の
伝
統
的
な
組
織
と
、
そ
れ
以
外
の
長
浜
曳
山
文
化
協
会

や
長
浜
曳
山
祭
囃
子
保
存
会
と
い
っ
た
戦
後
に
設
立
し
た
組
織
に
大
別
で

き
る
。
現
在
、
伝
統
的
な
組
織
と
戦
後
に
設
立
さ
れ
た
組
織
は
密
接
に
関
係

し
な
が
ら
長
浜
曳
山
祭
の
伝
承
・
発
展
を
図
っ
て
い
る
。
以
下
で
各
組
織
を

概
観
し
て
い
く
。

第
一
項
　
伝
統
的
な
組
織

近
世
を
由
来
と
す
る
伝
統
的
な
組
織
と
し
て
總
當
番
と
山
組
が
あ
る
。
こ
の
二

つ
が
曳
山
祭
の
執
行
の
中
心
と
な
る
組
織
で
あ
る
。
總
當
番
は
曳
山
祭
を
統
括
す

る
組
織
で
、
山
組
は
曳
山
の
保
守
管
理
、
曳
山
狂
言
の
執
行
、
そ
し
て
シ
ャ
ギ
リ

な
ど
の
伝
承
母
体
で
も
あ
る
。

(1) 

總
當
番

長
浜
曳
山
祭
に
関
す
る
行
事
お
よ
び
事
務
を
統
括
す
る
機
関
で
あ
る
。
總
當
番

の
構
成
は
当
番
に
当
た
っ
た
二
つ
の
山
組
か
ら
三
人
ず
つ
の
計
六
人
と
、
氏
子
総

代
・
長
刀
組
・
四
つ
の
出
番
山
組
・
七
郷
（
江
戸
時
代
の
長
浜
町
の
周
辺
に
あ
っ

た
列
見
村
・
八
幡
中
山
村
・
八
幡
東
村
・
三
津
屋
村
・
南
高
田
村
・
北
高
田
村
・

宮
村
・
瀬
田
村
の
区
域
を
指
す
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
た
七
人
が
加
わ
り
、
合

計
一
三
人
体
制
で
あ
る
。

役
割
は
、
委
員
長
・
副
委
員
長
・
会
計
・
渉
外
・
記
録
・
広
報
・
神
事
・
賄
い
事
・

警
備
な
ど
で
あ
る
。
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町
ご
と
の
担
当
・
負
担　

負
担
人
だ
け
で
は
な
く
筆
頭
や
御
幣
使
な
ど
も
二
つ

の
町
で
交
代
に
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
人
数
が
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
必
ず
し
も
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
費
用
負
担
は
両
方
の
町
で

戸
数
は
異
な
る
が
均
等
に
し
て
い
る
。

若
い
衆
の
年
齢　

若
い
衆
に
入
る
年
齢
は
と
く
に
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
大
学

を
卒
業
し
て
か
ら
入
る
場
合
が
多
い
。
現
在
は
あ
ま
り
高
校
を
卒
業
し
て
す
ぐ

入
る
例
は
な
い
。
若
い
衆
を
出
る
の
は
四
五
歳
で
出
番
山
を
終
え
て
か
ら
な
の

で
、
人
に
よ
っ
て
は
四
六
歳
や
四
七
歳
の
場
合
も
あ
る
。
祭
り
の
あ
と
に
打
ち

上
げ
の
宴
会
が
あ
っ
て
そ
れ
で
若
い
衆
を
終
え
る
。
最
近
は
そ
の
と
き
に
時
計

な
ど
の
記
念
品
を
贈
る
よ
う
に
な
っ
た
。
若
い
衆
入
り
の
儀
礼
は
と
く
に
は
な

い
。
ま
た
前
髪
の
制
度
も
な
い
。

若
い
衆
の
メ
ン
バ
ー　

若
い
衆
は
平
成
二
三
年
の
祭
り
の
と
き
に
は
二
五
人
在

籍
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
町
内
に
居
住
し
て
い
る
の
は
五
人
だ
け
で
あ
る
。
元
々

町
内
に
住
ん
で
い
た
人
や
、
町
内
の
人
の
血
縁
者
・
役
者
親
・
シ
ャ
ギ
リ
を
す

る
子
の
親
な
ど
も
加
入
し
て
い
る
。
店
を
町
内
で
経
営
し
て
い
る
が
住
所
は
別

と
い
う
人
も
い
る
。
ま
た
若
い
衆
は
一
軒
か
ら
二
人
出
る
こ
と
も
あ
る
。

筆
頭　

若
い
衆
の
役
職
は
筆
頭
一
人
と
副
筆
頭
二
人
で
あ
る
。
副
筆
頭
の
一
人

は
総
務
担
当
で
賄
い
や
会
計
な
ど
を
す
る
。
い
ま
一
人
が
演
芸
担
当
で
役
者
や

三
役
の
担
当
を
す
る
。
筆
頭
に
な
る
年
齢
は
四
五
歳
ぎ
り
ぎ
り
よ
り
も
、
出
番

一
回
を
残
し
て
す
る
こ
と
が
多
い
。
筆
頭
を
退
く
と
若
い
衆
の
相
談
役
に
な
り
、

次
回
の
出
番
山
の
と
き
に
は
相
談
に
の
る
。
し
た
が
っ
て
筆
頭
が
必
ず
し
も
若

い
衆
の
最
年
長
者
だ
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
筆
頭
に
つ
い
て
は

町
内
の
人
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
。

中
老　

若
い
衆
を
出
る
と
中
老
に
入
る
が
、
こ
れ
は
終
生
抜
け
る
こ
と
は
な
い
。

組
外
に
居
住
し
て
い
る
者
、
借
り
役
者
や
囃
子
方
の
子
ど
も
が
成
長
し
て
参
加
す

る
者
や
役
者
親
、
全
く
関
係
な
い
が
、
曳
山
祭
が
好
き
で
参
加
を
申
し
込
む
者
な

ど
様
々
な
人
た
ち
が
構
成
員
に
連
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
山
組
の
出
番
山
に
伴
う
祭
り
に
必
要
な
資
金
は
、
お
よ
そ
七
～

八
〇
〇
万
円
だ
が
、
山
組
各
町
の
積
立
金
の
ほ
か
、
長
浜
市
や
滋
賀
県
か
ら
の
補

助
金
・
曳
山
祭
協
賛
会
か
ら
の
助
成
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
。

各
山
組
の
状
況
は
、
聞
き
取
り
項
目
や
内
容
の
精
粗
は
あ
る
が
、
お
よ
そ
次
の

と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
二
三
年
度
出
番
山
組
を
中
心
に
見
て
い
く
。
な
お
、
若

い
衆
は
、
若
キ
中
（
ワ
カ
キ
チ
ュ
ウ
）
・
若
キ
者
（
ワ
カ
キ
モ
ノ
）
・
若
連
中
（
ワ

カ
レ
ン
チ
ュ
ウ
）
・
若
衆
（
ワ
カ
シ
ュ
ウ
・
ワ
カ
イ
シ
ュ
ウ
）
・
奇
合
（
キ
ゴ
ウ
）

と
山
組
に
よ
っ
て
名
称
が
異
な
る
が
、
こ
こ
で
は
若
い
衆
と
表
記
す
る
。

【
春
日
山
（
本
町
組
）】　
　

自
治
会
と
山
組　

春
日
山
は
西
本
町
・
東
本
町
・
横
町
の
三
つ
か
ら
な
る
。
戸

数
は
西
本
町
が
多
く
て
約
二
〇
軒
、
横
町
は
一
三
軒
、
東
本
町
が
約
一
〇
軒
で

あ
る
。
自
治
会
も
三
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
戸
数
が
少
な
い
う
え
近

年
は
さ
ら
に
減
少
し
て
い
る
。
現
在
は
山
組
の
役
か
ら
は
東
本
町
が
抜
け
て
い

て
、
実
質
的
に
は
横
町
と
西
本
町
で
運
営
し
て
い
る
。

山
組
総
集
会　

出
番
山
ま
で
に
運
営
し
、
一
回
山
組
総
集
会
が
開
か
れ
る
。
こ

れ
は
町
内
の
も
の
は
一
軒
か
ら
一
人
必
ず
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
若
い
衆
や
中
老
に
入
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
関
係
が
な
い
。

負
担
人　

負
担
人
は
現
在
は
東
本
町
は
出
し
て
お
ら
ず
、
西
本
町
と
横
町
か
ら

出
た
人
が
年
度
ご
と
に
正
副
を
交
代
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
選
は
各
町
内

で
決
め
て
い
る
が
、
同
じ
人
が
長
期
に
わ
た
り
務
め
る
傾
向
に
あ
る
。
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副
負
担
人　

負
担
人
を
補
佐
し
、
山
組
の
会
計
処
理
を
お
こ
な
い
、
負
担
人
に

事
故
が
あ
る
と
き
は
、
業
務
の
代
行
を
す
る
。

總
當
番　

山
組
を
代
表
し
て
總
當
番
に
出
仕
し
、
長
浜
曳
山
祭
、
全
山
組
の
運

営
に
務
め
る
。

文
化
財
保
全
委
員　

曳
山
お
よ
び
付
属
物
の
有
形
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
維

持
す
る
た
め
、
修
繕
、
新
調
の
必
要
性
を
調
査
検
討
し
、
関
係
官
庁
、
学
識
経

験
者
な
ど
と
協
議
を
お
こ
な
い
、
最
善
の
方
法
で
保
全
に
つ
と
め
る
。

祭
典
委
員　

四
町
か
ら
各
一
人
選
出
さ
れ
る
。
祭
礼
儀
式
の
適
任
者
が
長
浜
曳

山
祭
の
円
滑
な
執
行
の
た
め
、
負
担
人
に
協
力
す
る
。

運
営
委
員　

各
町
か
ら
若
干
名
を
選
出
し
祭
礼
ま
た
は
曳
山
に
関
す
る
諸
行
事

の
運
営
に
当
た
る
。
自
治
会
長
が
当
た
る
。

若
い
衆
筆
頭　

若
い
衆
が
自
主
的
に
選
出
し
た
責
任
者
で
、
若
い
衆
お
よ
び
前

髪
を
統
括
し
、
主
に
狂
言
の
執
行
を
担
当
す
る
。

役
員
の
選
出
方
法
と
任
期　

役
員
は
総
会
で
選
出
し
、
任
期
は
一
期
三
年
を
原

則
と
し
て
再
選
は
妨
げ
な
い
。
た
だ
し
、
六
年
に
一
度
の
總
當
番
を
担
当
す
る

と
き
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
祭
典
委
員
の
選
出
は
負
担
人
の
推
薦
に
よ
る
。

若
い
衆
と
中
老
の
担
当　

若
い
衆
祭
り
の
形
態
を
採
る
が
、
若
い
衆
が
狂
言
の

執
行
を
担
当
し
、
曳
山
に
関
す
る
事
務
や
狂
言
に
用
い
る
舞
台
装
置
・
大
道
具
・

小
道
具
の
準
備
な
ど
も
担
当
す
る
。
中
老
の
人
数
が
高
齢
化
に
よ
り
減
少
し
、

運
営
が
困
難
な
状
況
な
た
め
、
こ
れ
ま
で
は
二
町
ず
つ
祭
り
に
参
加
し
て
い
た

が
平
成
二
三
年
か
ら
全
町
で
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

前
髪　

昭
和
三
七
、
八
年
に
当
時
の
若
い
衆
が
、
祭
り
を
継
承
す
る
た
め
に
子
ど

も
か
ら
養
成
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
始
め
て
、
子
ど
も
の
組
織
を
作
っ
た

の
が
前
髪
で
あ
る
。
月
宮
殿
・
萬
歳
樓
な
ど
南
部
の
山
組
は
そ
う
し
た
継
承
へ

中
老
は
一
軒
の
家
か
ら
二
人
出
る
こ
と
は
な
く
、
息
子
が
入
る
と
親
は
抜
け
る

わ
け
で
は
な
い
が
行
か
な
く
な
る
。
若
い
衆
は
個
人
が
単
位
だ
が
、
中
老
は
家

が
単
位
だ
と
い
う
意
識
が
あ
る
。

春
日
会
館　

春
日
会
館
は
三
つ
の
自
治
会
で
建
て
た
。
老
人
会
や
子
ど
も
会
な

ど
祭
り
以
外
に
も
使
っ
て
い
る
。
で
き
た
の
は
平
成
一
五
年
で
そ
れ
以
前
に
は

会
館
は
な
か
っ
た
。
も
と
も
と
そ
の
場
所
に
旅
館
が
あ
っ
た
が
、
空
い
て
い
た

の
で
そ
の
二
階
で
狂
言
の
練
習
を
し
て
い
た
。
そ
れ
以
前
は
空
き
家
を
探
し
て

狂
言
や
シ
ャ
ギ
リ
の
練
習
を
し
て
い
た
。
開
智
学
校
の
二
階
や
筆
頭
宿
（
筆
頭

の
家
の
こ
と
）
で
し
た
こ
と
も
あ
る
。

【
月
宮
殿
（
田
町
組
）】

構
成　

南
新
町
・
上
田
町
・
中
田
町
・
下
田
町
の
四
町
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

約
一
〇
〇
世
帯
と
山
組
の
な
か
で
も
有
数
の
大
き
な
山
組
で
あ
る
。
山
組
は
四

町
を
統
括
す
る
機
能
を
持
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
組
織
と
な
っ
て
い
る
。

組
織　

組
織
は
年
齢
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
る
。
元
老
は
七
一
歳
以
上
、
中
老
は

四
六
歳
か
ら
七
〇
歳
、
若
い
衆
（
若
キ
中
と
も
よ
ば
れ
る
）
は
一
六
歳
か
ら

四
五
歳
、
前
髪
は
一
五
歳
以
下
で
あ
る
。

役
員　

次
の
役
員
を
置
く
。
負
担
人
一
人
・
副
負
担
人
一
人
・
總
當
番
若
干
人
・

保
全
委
員
一
人
・
祭
典
委
員
四
人
・
運
営
委
員
若
干
名
。
以
上
は
中
老
が
当
た
る
。

そ
し
て
、
若
い
衆
筆
頭
一
人
が
あ
る
。
た
だ
し
出
番
山
の
年
は
必
要
に
応
じ
ほ

か
の
役
員
を
置
く
。

負
担
人　

中
老
の
代
表
者
で
あ
る
。
山
組
を
代
表
し
、
一
切
の
業
務
を
統
括
す
る
。

か
つ
て
は
同
じ
人
が
長
き
に
わ
た
り
務
め
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
現
在
は
交
代

制
で
務
め
て
い
る
。
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な
っ
て
、
平
成
五
年
以
降
、
青
海
山
は
総
祭
り
へ
と
か
え
た
。

ま
た
、
平
成
五
年
か
ら
次
の
出
番
ま
で
の
三
年
間
で
、
若
い
衆
の
改
革
を
お

こ
な
っ
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、
若
い
衆
か
ら
会
費
を
徴
収
し
、
揃
い
の
ハ
ッ

ピ
を
つ
く
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
紋
付
だ
け
だ
っ
た
。
現
在
は
中
老
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

若
い
衆
の
組
織　

若
衆
（
ワ
カ
イ
シ
ュ
ウ
と
も
呼
称
さ
れ
る
）
。
だ
い
た
い
一
五

歳
以
上
か
ら
任
意
で
加
入
で
き
る
。
多
く
は
高
校
や
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
加

入
す
る
。
加
入
の
儀
礼
な
ど
は
な
い
。
基
本
的
に
自
町
に
住
ん
で
い
る
者
が
加

入
す
る
が
、
な
ん
ら
か
の
縁
が
あ
れ
ば
他
町
在
住
の
者
で
も
加
入
で
き
る
。

出
番
山
が
終
了
し
て
か
ら
約
一
週
間
後
に
若
い
衆
の
後
宴
が
催
さ
れ
、
三
年

後
の
出
番
山
ま
で
に
四
八
歳
に
達
す
る
者
は
こ
の
日
に
引
退
す
る
。
引
退
後
、

必
ず
し
も
中
老
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
若
い
衆
だ
け
で
辞
め
る
人
も
い
る
。

か
つ
て
は
、
若
い
衆
に
入
る
の
は
中
学
生
く
ら
い
か
ら
で
、
そ
の
前
の
小
学
校

六
年
は
一
年
間
デ
ッ
チ
コ
ゾ
ウ
を
務
め
た
。

若
い
衆
筆
頭
と
筆
頭
心
得
　
筆
頭
心
得
は
次
期
筆
頭
で
あ
る
。
出
番
山
の
祭
り

後
に
お
こ
な
わ
れ
る
後
宴
の
と
き
に
、
筆
頭
心
得
は
新
筆
頭
に
な
る
。
そ
し
て

新
筆
頭
は
新
し
い
筆
頭
心
得
を
指
名
す
る
。
筆
頭
心
得
は
、
町
内
の
人
々
の
意

見
を
参
考
に
し
な
が
ら
も
最
終
的
に
筆
頭
が
決
め
る
。

若
い
衆
副
筆
頭　

後
宴
か
ら
次
の
出
番
ま
で
四
人
が
担
当
す
る
。
出
番
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
担
う
。
平
成
二
三
年
の
祭
り
で
副
筆
頭
に
当
て
ら
れ
た
役
は

囃
子
部
長
・
綱
先
・
役
者
係
総
括
で
あ
る
。
囃
子
部
長
は
青
海
山
に
お
け
る
シ
ャ

ギ
リ
に
か
か
わ
る
事
項
の
責
任
者
で
囃
子
部
を
率
い
る
。
綱
先
は
曳
山
の
運
行

に
関
す
る
責
任
者
で
あ
る
。
後
方
や
曳
行
の
た
め
の
若
い
衆
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
統
括
す
る
。
役
者
係
総
括
は
役
者
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
責
任
者
で
役
者

の
意
識
が
高
か
っ
た
。

記
録
の
取
り
組
み　

曲
の
楽
譜
化
（
三
味
線
の
譜
で
）
を
す
る
な
ど
、
も
と
も

と
口
承
が
基
本
だ
っ
た
祭
り
の
記
録
化
が
盛
ん
で
あ
る
。
昭
和
三
〇
年
代
に
記

録
し
た
八
ミ
リ
映
像
も
あ
る
。

毎
回
、
出
番
山
の
と
き
の
記
録
を
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
、
毛
筆
で
記
録
帳
を

作
っ
て
引
き
継
ぎ
に
使
っ
て
い
る
。
ま
た
月
宮
殿
の
祭
典
規
約
も
あ
る
。

祭
り
以
外
の
山
組
の
活
動　

昔
は
山
組
単
位
で
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
た
り
、
防

災
活
動
を
し
た
り
し
た
。

予
算
の
出
所　

山
組
に
所
属
す
る
九
六
軒
か
ら
の
寄
付
お
よ
び
、
長
浜
市
や
滋

賀
県
か
ら
の
補
助
金
曳
山
協
賛
会
か
ら
の
助
成
金
で
祭
り
に
関
す
る
資
金
を

賄
っ
て
い
る
。
な
お
寄
付
す
る
家
が
平
成
二
〇
年
に
比
べ
九
戸
減
少
し
て
い
る

た
め
、
寄
付
金
が
減
少
し
て
い
る
。

出
田
町
有
志
の
祭
り
へ
の
協
力　

若
い
衆
の
出
田
町
（
田
町
出
身
だ
が
現
在
は

田
町
の
外
に
在
住
の
人
の
こ
と
を
指
す
）
の
有
志
が
、
筆
頭
を
つ
う
じ
て
会
計

に
寄
付
し
た
。

【
青
海
山
（
北
町
組
）】

構
成　

郡
上
町
・
郡
上
片
原
町
・
中
北
町
・
東
北
町
・
鍛
治
屋
町
・
袋
町
の
六

町
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
以
前
は
知
善
院
町
も
入
っ
て
い
た
が
、
昭
和
三
八
年

に
脱
退
し
て
い
る
。

祭
運
営
組
織
の
変
遷　

昭
和
三
八
年
以
前
は
若
い
衆
祭
り
で
、
若
い
衆
だ
け
で

祭
り
の
準
備
を
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
〇
年
代
以
降
は
組
祭
り
に
な
っ
た
。
各

町
が
輪
番
制
で
祭
り
を
担
当
し
、
当
番
町
の
若
い
衆
と
中
老
が
実
行
し
た
。
し

か
し
一
町
ご
と
で
の
祭
り
の
執
行
が
難
し
く
な
り
、
当
時
の
若
い
衆
が
中
心
と
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し
て
い
る
。
高
校
を
卒
業
し
て
、
長
浜
近
辺
で
働
い
て
い
た
ら
若
い
衆
に
加
入

で
き
る
。
し
か
し
若
い
衆
は
積
立
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
学
生
は
基

本
的
に
払
わ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
大
学
生
は
入
れ
な
い
。
現
在
、
町

内
在
住
の
若
い
衆
は
七
人
い
る
。
ほ
か
は
町
内
に
親
の
家
や
、
経
営
す
る
店
が

あ
り
、
町
外
に
家
を
建
て
て
住
ん
だ
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
借
り
役
者
の
親
の

な
か
に
は
若
い
衆
の
友
人
な
ど
も
い
る
。
四
五
歳
で
若
い
衆
を
卒
業
す
る
。

筆
頭
の
選
定　

祭
り
が
終
わ
る
と
筆
頭
は
次
の
筆
頭
を
指
名
す
る
。

副
筆
頭
の
人
事　

例
年
副
筆
頭
は
一
人
だ
が
、
平
成
二
三
年
の
祭
り
で
は
三
人

だ
っ
た
。
一
人
は
筆
頭
よ
り
年
上
の
四
〇
代
だ
が
、
あ
と
二
人
は
三
〇
代
半
ば
。

三
〇
代
の
副
筆
頭
の
う
ち
ど
ち
ら
か
が
次
の
筆
頭
に
な
る
。

町
外
出
身
者　

若
い
衆
で
町
内
出
身
者
と
血
縁
関
係
が
な
い
町
外
出
身
者
は
次

の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。
①
町
内
に
引
っ
越
し
て
き
た
人
、
②
小
さ
い
頃
に
山

組
の
子
に
誘
わ
れ
シ
ャ
ギ
リ
を
習
い
、
そ
の
縁
で
若
い
衆
に
加
入
し
た
人
、
③

町
内
に
店
を
出
し
て
若
い
衆
に
加
入
す
る
人
、
④
子
ど
も
が
借
り
役
者
（
町
外

の
子
に
よ
る
役
者
）
に
頼
ま
れ
た
の
が
縁
で
若
い
衆
に
な
っ
た
人
。
若
い
衆
の

仕
事
の
関
係
者
や
友
人
の
子
に
借
り
役
者
を
頼
む
場
合
が
多
い
、
⑤
若
い
衆
の

友
人
、
⑥
町
内
出
身
の
女
性
と
結
婚
し
た
人
。
ま
た
、
諫
皷
山
で
は
約
二
〇
年

前
に
若
い
衆
を
公
募
し
、
三
人
が
加
入
し
た
こ
と
が
あ
る
。

財
源　

祭
り
費
用
の
財
源
に
は
町
内
の
祭
礼
伝
承
費
の
積
み
立
て
と
行
政
や
協

賛
会
か
ら
の
助
成
金
、
そ
れ
以
外
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
広
告
収
入
が
あ
る
が
、

不
況
時
は
厳
し
い
。
そ
こ
で
約
一
〇
年
前
か
ら
若
い
衆
が
積
立
金
を
毎
月
払
っ

て
い
る
。

係
と
役
者
親
を
統
括
す
る
。

か
つ
て
の
山
組
へ
の
加
入　

か
つ
て
、
山
組
を
構
成
す
る
町
内
に
引
っ
越
し
て

き
た
家
は
ア
ゲ
ト
ウ
と
い
う
上
納
金
を
支
払
っ
て
山
組
へ
加
入
し
た
。

 【
諫
皷
山
（
御
堂
前
組
）】

構
成　

西
御
堂
前
町
・
東
御
堂
前
町
・
十
軒
町
と
い
う
江
戸
時
代
か
ら
の
町
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
自
治
会
と
し
て
は
御
堂
前
町
と
十
軒
町
の
範
囲
で
あ
る
。

社
団
法
人
化
　
全
山
組
の
な
か
で
初
め
て
法
人
化
を
お
こ
な
い
、
平
成
二
一
年

八
月
一
一
日
に
一
般
社
団
法
人
御
堂
前
組
諫
皷
山
と
な
っ
た
。
従
前
か
ら
の
祭

り
を
お
こ
な
う
組
織
は
か
え
な
い
で
、
曳
山
や
山
蔵
の
所
有
者
の
法
人
名
義
化

と
構
成
員
の
山
組
地
域
外
へ
の
拡
大
を
図
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。

組
織　

祭
り
で
は
中
老
と
若
い
衆
に
分
か
れ
る
が
、
中
老
か
ら
選
出
さ
れ
る
負

担
人
が
山
組
を
代
表
す
る
。
法
人
と
し
て
は
代
表
理
事
が
代
表
し
、
さ
ら
に
理
事
・

監
事
が
選
ば
れ
る
。
法
人
の
役
員
会
は
理
事
会
と
な
っ
て
い
る
。

祭
り
の
執
行
形
態　

若
い
衆
祭
り
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
。
曳
山
狂
言
以
外
の

行
事
執
行
は
中
老
が
担
当
し
、
狂
言
の
執
行
は
若
い
衆
が
担
当
し
て
い
る
。
狂

言
の
執
行
に
つ
い
て
は
若
い
衆
筆
頭
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
る
。

中
老　

若
い
衆
を
卒
業
し
た
ら
中
老
へ
入
る
が
、
入
ら
な
い
人
も
い
る
。
祭
り

に
は
三
町
の
中
老
か
ら
選
ば
れ
た
祭
典
委
員
が
合
計
二
五
人
い
て
、
祭
礼
行
事

の
全
般
を
取
り
仕
切
る
。
出
番
山
の
と
き
は
山
飾
り
・
曳
山
の
警
固
・
裸
参
り

の
警
固
・
ア
ト
ヤ
マ
（
後
山
）
の
組
み
立
て
・
稽
古
場
の
管
理
な
ど
の
仕
事
の

分
担
を
決
め
る
。
こ
の
ほ
か
、
出
番
山
の
年
に
か
か
わ
ら
ず
曳
山
の
保
存
を
す

る
役
も
設
け
て
い
る
。
負
担
人
は
前
負
担
人
の
指
名
に
よ
る
。

若
い
衆　

若
連
中
（
ワ
カ
レ
ン
チ
ュ
ウ
）
と
も
い
う
。
若
い
衆
は
二
五
人
在
籍
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掃
除
に
行
く
。
中
老
に
も
綱
先
取
締
り
と
い
う
役
が
あ
り
、
山
曳
き
を
指
揮
す
る
。

中
老
の
ほ
か
の
役
に
は
、
賄
い
方
・
警
備
方
・
曳
き
方
な
ど
が
あ
る
。

会
館　

宮
町
会
館
が
あ
る
現
在
は
会
館
と
い
う
が
、
昔
は
町
家
（
チ
ョ
ウ
イ
エ
）

と
い
っ
た
。

【
壽
山
（
大
手
町
組
）】

構
成　

大
手
町
と
大
谷
市
場
町
の
二
町
で
構
成
さ
れ
る
。
壽
山
は
大
手
門
通
商

店
街
に
位
置
し
て
い
る
。
昔
は
商
店
の
店
主
た
ち
だ
け
で
担
っ
て
い
た
が
、
現

在
は
町
内
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
も
若
い
衆
に
入
れ
運
営
し
て
い
る
。

若
い
衆　

壽
山
の
若
い
衆
は
現
在
約
一
七
人
で
あ
る
。
若
い
衆
の
な
か
で
一
番

年
下
が
三
〇
歳
で
、
次
の
世
代
を
担
う
二
〇
代
の
若
い
衆
が
少
な
い
。
原
因
と

し
て
都
会
か
ら
若
者
が
戻
っ
て
こ
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

外
部
か
ら
の
若
い
衆
の
参
加　

現
在
は
若
い
衆
が
少
な
い
た
め
、
ま
ち
づ
く
り

役
場
や
店
を
借
り
る
人
に
若
い
衆
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ど
う
し

て
も
山
組
に
入
り
た
く
て
許
可
を
も
ら
っ
て
入
れ
て
も
ら
う
人
も
い
る
。

外
部
か
ら
若
い
衆
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
人
は
シ
ャ
ギ
リ
は
で
き
な
い
の

で
、
役
者
方
を
担
当
す
る
。

祭
り
の
運
営
方
法　

若
い
衆
祭
り
と
し
て
、
若
い
衆
が
中
心
に
な
っ
て
祭
り
を

お
こ
な
っ
て
い
る
。
シ
ャ
ギ
リ
と
狂
言
は
若
い
衆
が
担
当
し
、
中
老
は
曳
山
を

担
当
す
る
。
祭
り
の
運
営
に
つ
い
て
は
必
要
最
低
限
の
こ
と
だ
け
決
め
て
お
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
を
競
い
合
わ
せ
る
な
か
で
、
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
祭
り
の

根
幹
は
か
え
ず
に
執
行
し
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
拒
否
感　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
出

番
山
組
の
よ
う
な
ピ
リ
ピ
リ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
み
ん
な
会
社
を
休
ん
で
来

【
高
砂
山
（
宮
町
組
）】

構
成　

宮
町
・
片
町
・
金
屋
町
・
金
屋
新
町
（
錦
南
）
の
四
町
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

当
番
町　

四
町
で
暇
番
山
当
番
と
出
番
山
当
番
を
逆
周
り
で
ま
わ
し
て
い
る
。

祭
典
委
員
は
、
出
番
山
の
年
は
一
一
人
、
暇
番
山
の
年
は
一
〇
人
で
、
当
番
町

以
外
の
町
か
ら
各
二
人
選
ば
れ
る
。
当
番
町
が
正
負
担
人
、
次
の
出
番
町
で
あ

る
受
当
番
町
が
副
負
担
人
を
出
す
。
暇
番
山
当
番
で
は
御
幣
宿
の
当
番
、
曳
山

の
虫
干
し
な
ど
を
す
る
。
出
番
山
当
番
の
町
か
ら
筆
頭
と
負
担
人
を
選
出
し
て

い
た
。
ま
た
、
二
〇
年
く
ら
い
前
の
修
理
を
き
っ
か
け
に
、
曳
山
の
保
存
会
を

自
治
会
長
と
各
町
か
ら
最
低
一
人
選
出
さ
れ
た
祭
典
委
員
で
組
織
し
て
い
る
。

最
近
は
合
同
委
員
会
を
開
き
、
四
町
一
緒
に
寄
り
合
い
を
し
て
い
る
。

各
町
の
費
用
分
担　

祭
り
の
費
用
の
う
ち
、
助
成
金
を
除
い
た
山
組
が
負
担
す

る
分
は
、
各
町
の
戸
数
に
よ
っ
て
割
り
当
て
ら
れ
る
。

若
い
衆　

正
式
に
は
若
キ
者
（
ワ
カ
キ
モ
ノ
）
、
普
段
は
若
い
衆
と
い
う
。
若
い

衆
が
中
老
か
ら
費
用
を
受
け
取
り
、
祭
り
を
執
行
す
る
。
か
つ
て
は
中
学
生
で

も
家
に
住
ん
で
い
た
ら
若
い
衆
に
加
入
し
た
。
若
い
衆
の
卒
業
は
昭
和
四
八
年

ま
で
は
数
え
で
三
五
歳
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
四
〇
歳
に
な
り
、
現
在
は
さ
ら

に
年
齢
が
上
が
っ
て
い
る
。

若
い
衆
の
役
割　

筆
頭
は
綱
先
取
締
り
と
し
て
曳
山
の
指
揮
を
執
る
。
ほ
か
に

三
役
方
・
舞
台
取
締
り
（
舞
台
方
）・
提
灯
方
・
賄
い
方
な
ど
が
あ
る
。
若
い
衆
は
、

役
者
方
・
三
役
方
・
そ
し
て
筆
頭
と
、
年
齢
が
上
が
る
に
従
っ
て
役
割
が
か
わ
る
。

ほ
か
に
、
シ
ャ
ギ
リ
を
指
導
す
る
囃
子
方
が
あ
る
。

中
老
の
役
割　

中
老
に
は
祭
典
委
員
が
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
、
当
番
が
当
た
ら

な
い
限
り
、
あ
ま
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
当
番
に
当
た
る
と
山
曳
き
や
曳
山
の
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祭
り
の
執
行
形
態　

祭
り
の
執
行
は
、
以
前
は
若
い
衆
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

若
い
衆
・
中
老
一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
い
く
総
祭
り
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

若
い
衆
は
狂
言
を
中
心
に
お
こ
な
い
、
中
老
は
祭
り
の
執
行
全
体
を
と
り
お
こ

な
う
と
い
う
役
割
分
担
を
し
て
い
る
。

 【
鳳
凰
山
（
祝
町
組
・
魚
屋
町
組
）】

構
成　

東
祝
町
・
中
祝
町
・
西
祝
町
で
構
成
さ
れ
る
。
江
戸
時
代
は
東
魚
屋
町
・

中
魚
屋
町
・
西
魚
屋
町
と
い
っ
た
。

若
い
衆　

四
五
歳
ま
で
が
若
い
衆
で
あ
る
。
社
会
人
に
な
っ
た
ら
入
る
。
大
学

生
が
入
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、
大
半
は
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
入
る
。
役
者
を
経
験
し
、
若
い
衆
に
な
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
そ
う
で
な

い
こ
と
も
あ
る
。
四
五
歳
を
超
え
て
一
回
祭
り
を
す
る
か
、
そ
の
ま
ま
中
老
に

な
る
か
選
択
が
で
き
る
。

若
い
衆
が
集
ま
る
機
会
は
祭
り
だ
け
で
あ
る
。
若
い
衆
に
入
る
と
き
は
初
寄

り
に
出
て
、
挨
拶
、
紹
介
が
あ
り
、
そ
の
後
、
ど
こ
か
に
飲
み
に
い
く
。
卒
業

の
と
き
は
、
初
寄
り
か
、
出
番
山
の
年
な
ら
祭
り
の
終
わ
っ
た
あ
と
の
若
い
衆

後
宴
で
挨
拶
す
る
。

筆
頭
は
町
内
の
関
係
者
が
な
る
。
町
の
外
部
の
人
が
筆
頭
に
な
る
こ
と
は
ま

だ
な
い
し
、
そ
こ
ま
で
は
人
材
的
に
困
っ
て
い
な
い
。
よ
そ
か
ら
移
住
し
て
き

て
も
町
に
住
ん
で
い
れ
ば
町
の
人
と
し
て
筆
頭
に
な
れ
る
。

中
老　

中
老
入
り
の
と
き
は
、
初
寄
り
で
負
担
人
か
ら
紹
介
さ
れ
る
。
中
老
の

卒
業
は
亡
く
な
っ
た
と
き
と
さ
れ
、
死
ぬ
ま
で
祭
り
に
参
加
す
る
べ
き
だ
と
さ

れ
て
い
た
が
、
四
年
く
ら
い
前
か
ら
七
〇
歳
以
上
は
大
老
と
し
て
、
体
力
的
精

神
的
に
難
し
い
場
合
は
参
加
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
し
た
。

て
必
死
な
の
に
、
中
途
半
端
な
気
持
ち
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
入
っ
て
き
て
も
ら
っ

て
は
、
団
結
力
が
一
気
に
崩
れ
て
し
ま
う
と
危
惧
し
て
い
る
。

【
猩
々
丸
（
船
町
組
）】

構
成　

上
船
町
・
中
船
町
・
下
船
町
・
稲
荷
町
・
十
一
町
の
五
町
か
ら
な
っ
て
い
る
。

若
い
衆　

現
在
二
〇
人
ほ
ど
で
あ
る
。
高
校
生
か
ら
若
い
衆
入
り
す
る
が
、
多

く
の
場
合
は
高
校
卒
業
後
と
な
っ
て
い
る
。
若
い
衆
の
卒
業
は
四
五
歳
で
あ
る

が
、
そ
の
時
点
で
出
番
山
で
な
い
と
き
は
次
の
出
番
ま
で
若
い
衆
を
務
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

役
割
　
若
い
衆
筆
頭
を
中
心
に
し
て
、
副
筆
頭
・
若
い
衆
の
会
計
を
す
る
賄
い

方
な
ど
の
職
が
あ
り
、
出
番
山
の
と
き
に
は
若
い
衆
そ
れ
ぞ
れ
が
、
役
者
担
当

の
役
者
方
や
狂
言
の
道
具
方
な
ど
の
役
に
就
き
、
狂
言
の
練
習
を
始
め
、
狂
言

上
演
の
一
切
を
取
り
仕
切
る
。
近
年
は
シ
ャ
ギ
リ
に
つ
い
て
も
、
若
い
衆
が
中

心
に
な
っ
て
後
継
者
の
育
成
や
祭
り
で
の
シ
ャ
ギ
リ
運
営
を
担
当
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
以
前
は
若
衆
筆
頭
と
い
わ
ず
に
頭
若
衆
と
い
う
名
称
を
使
用
し
て
い

た
。
現
在
は
ほ
か
の
町
に
合
わ
せ
て
若
衆
筆
頭
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
山
曳
き
に
つ
い
て
は
、
月
宮
殿
、
萬
歳
樓
の
若
い
衆
と
提
携
し
、

出
番
山
の
山
曳
き
を
暇
番
山
の
町
か
ら
応
援
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。　

中
老　

若
い
衆
卒
業
後
は
中
老
と
な
る
。
中
老
は
曳
山
の
管
理
や
祭
り
の
執
行

を
務
め
る
。
五
町
の
中
老
か
ら
各
町
二
、
三
人
祭
典
委
員
が
選
ば
れ
、
祭
典
委
員

会
を
組
織
し
て
い
る
。
祭
典
委
員
の
中
心
が
負
担
人
で
あ
り
、
負
担
人
は
猩
々

丸
の
代
表
者
で
あ
り
責
任
者
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
負
担
人
の
補
佐
と
し
て
、

副
負
担
人
・
賄
方
（
会
計
）
が
置
か
れ
る
。
出
番
山
の
と
き
は
人
事
・
警
備
・

綱
先
な
ど
の
職
務
も
決
め
ら
れ
祭
り
を
執
行
す
る
。
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人
が
四
、
五
人
お
り
、
人
員
不
足
の
た
め
残
っ
て
も
ら
っ
た
。
在
席
人
数
は
、
名

簿
上
一
八
人
だ
が
、
実
際
に
来
る
の
は
一
〇
数
人
。
非
常
に
少
な
い
。
若
い
衆

に
入
っ
て
い
な
い
が
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
が
二
四
、
五
人
い
る
。
彼
ら
を
ほ
か
の

行
事
の
と
き
に
も
声
か
け
を
し
、
出
番
の
な
い
二
年
間
も
時
々
呼
び
顔
つ
な
ぎ

を
す
る
。
借
り
役
者
の
父
親
に
若
い
衆
入
り
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
。
若
い

衆
は
、
普
段
は
あ
ま
り
話
さ
な
い
が
、
祭
り
の
と
き
は
よ
く
話
す
。
外
題
決
め

は
大
変
だ
が
楽
し
い
。
な
ん
と
も
い
え
な
い
達
成
感
が
あ
る
。
祭
り
で
の
盛
り

上
が
り
を
商
店
街
の
活
気
に
つ
な
げ
ら
れ
た
ら
い
い
。

予
算
の
仕
組　

三
ツ
矢
町
と
伊
部
町
は
今
で
も
別
々
に
祭
典
費
を
集
め
て
い
る
。

三
ツ
矢
町
は
自
治
会
費
と
祭
典
費
を
別
々
に
徴
収
す
る
。
伊
部
町
は
祭
典
費
が

自
治
会
費
に
内
包
し
て
徴
収
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
集
め
た
祭
典
費
を
合
わ

せ
る
。
だ
か
ら
い
ま
で
も
会
計
だ
け
は
町
ご
と
に
役
職
を
お
い
て
い
る
。
祭
典

費
は
家
に
よ
っ
て
金
額
が
違
う
。
老
人
だ
け
の
家
な
ど
は
安
い
。　

【
常
磐
山
（
呉
服
町
組
）】

構
成　

上
呉
服
町
・
中
呉
服
町
・
下
呉
服
町
・
南
片
原
町
・
西
北
町
の
五
町
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

組
織　

四
五
歳
以
下
の
若
い
衆
と
、
六
五
歳
以
下
の
中
老
が
祭
り
の
運
営
に
携

わ
る
。
な
お
こ
の
上
に
六
五
歳
か
ら
七
五
歳
の
大
老
と
、
そ
れ
以
上
の
元
老
が

あ
る
が
運
営
に
か
か
わ
ら
な
い
。
今
ま
で
に
や
っ
て
き
た
こ
と
を
か
え
る
と
き

に
は
、
中
老
に
伺
い
を
立
て
て
、
話
し
合
い
を
お
こ
な
っ
て
決
め
る
。
中
老
と

若
い
衆
を
合
わ
せ
て
六
〇
〜
七
〇
人
程
度
。
た
だ
し
実
働
は
三
〇
人
程
度
。
若

い
衆
と
大
老
の
接
点
は
総
寄
り
の
と
き
く
ら
い
で
あ
る
。

若
い
衆　

筆
頭
の
下
に
複
数
の
副
筆
頭
と
囃
子
方
を
置
く
。
副
筆
頭
の
う
ち
一

祭
り
の
執
行
形
態　

若
い
衆
と
中
老
で
祭
り
を
す
る
総
祭
り
で
あ
る
。
シ
ャ
ギ

リ
と
芝
居
は
若
い
衆
が
担
当
し
、
中
老
は
曳
山
を
担
当
す
る
。
若
い
衆
と
中
老

が
一
緒
に
お
金
を
集
め
る
。
昔
は
若
い
衆
祭
り
だ
っ
た
。

財
源　

祭
り
の
お
金
が
か
か
り
、
負
担
が
大
き
い
。
行
政
か
ら
の
補
助
も
あ
る
が
、

大
半
は
自
分
た
ち
で
賄
う
。
前
回
の
出
番
山
の
と
き
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
広
告

料
で
全
費
用
の
半
分
近
く
を
集
め
た
。
修
理
費
な
ど
に
も
充
て
る
。
広
告
料
を

も
ら
う
企
業
は
主
に
地
元
の
企
業
で
東
京
な
ど
外
部
資
本
の
企
業
に
は
あ
ま
り

頼
み
に
い
か
な
い
。

【
翁
山
（
伊
部
町
組
）】

構
成 

江
戸
時
代
か
ら
の
南
伊
部
町
・
北
伊
部
町
・
三
ツ
矢
（
三
津
屋
）
町
・
三

ツ
矢
村
で
構
成
さ
れ
る
。
明
治
期
ま
で
は
北
出
町
も
加
入
し
て
い
た
。
通
常
、

南
伊
部
町
と
北
伊
部
町
を
合
わ
せ
て
伊
部
町
ま
た
は
南
組
と
い
い
、
北
出
町
・

三
ツ
矢
町
・
三
ツ
矢
村
又
は
北
組
と
い
う
。
自
治
会
と
し
て
は
伊
部
町
自
治
会

と
三
ツ
矢
南
自
治
会
に
分
か
れ
て
い
る
。

祭
り
執
行
形
態　

若
い
衆
祭
り
の
形
態
を
採
る
。
中
老
が
曳
山
を
担
当
し
、
若

い
衆
が
狂
言
の
執
行
を
担
当
す
る
。
狂
言
に
中
老
は
口
出
し
を
し
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
中
老
が
稽
古
場
に
顔
を
出
す
こ
と
も
全
く
な
い
。
し
か
し
、
だ

ん
だ
ん
と
総
祭
り
に
か
わ
っ
て
き
つ
つ
あ
る
。

当
番
町
制　

約
三
〇
年
前
ま
で
伊
部
町
が
三
回
に
三
ツ
矢
町
が
一
回
と
い
う
割

り
合
い
で
執
行
し
て
い
た
が
、
経
済
的
に
町
ご
と
で
の
負
担
が
難
し
く
な
り
、

二
町
が
一
緒
に
祭
り
を
執
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

若
い
衆　

奇
合
（
キ
ゴ
ウ
）
と
も
よ
ぶ
。
四
五
歳
以
上
で
本
番
を
迎
え
た
ら
若

い
衆
を
退
く
。
し
か
し
、
平
成
二
三
年
の
出
番
山
の
と
き
に
四
五
歳
に
な
っ
た
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せ
る
ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら
の
協
賛
金
は
曳
山
の
修
繕
費
用
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

【
孔
雀
山
（
神
戸
町
組
）】

構
成　

神
戸
町
で
構
成
さ
れ
る
。
一
町
の
み
で
構
成
す
る
唯
一
の
山
組
で
あ
る
。

人
数　

孔
雀
山
は
一
町
で
山
組
を
形
成
し
て
い
る
た
め
、
戸
数
が
二
三
軒
と
少
な

い
。
そ
の
内
男
性
を
出
せ
る
家
は
さ
ら
に
少
な
く
一
八
軒
の
み
で
あ
る
。
昔
は
大

店
が
あ
っ
て
番
頭
さ
ん
や
使
用
人
な
ど
が
多
く
い
た
た
め
、
一
町
で
祭
り
を
執
行

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
若
い
衆
が
約
七
人
で
、
中
老
も
約
七
人
で
あ
る
。
若

い
衆
に
は
年
齢
の
上
限
は
な
く
、
五
〇
歳
で
も
若
い
衆
を
す
る
。
籤
取
人
は
ほ
か

の
山
組
で
未
婚
者
が
す
る
が
、
孔
雀
山
は
既
婚
者
で
も
す
る
。
ま
た
、
中
老
は
亡

く
な
る
ま
で
中
老
を
す
る
。
人
数
が
少
な
い
た
め
総
祭
り
方
式
を
採
る
。

【
萬
歳
樓
（
瀬
田
町
組
）】

構
成　

瀬
田
町
・
八
幡
町
・
横
浜
町
・
箕
浦
町
・
大
安
寺
町
・
紺
屋
町
で
構
成

さ
れ
る
。
六
町
は
八
幡
町
、
瀬
田
町
・
横
浜
町
・
箕
浦
町
、
大
安
寺
町
・
紺
屋

町
の
三
組
に
分
か
れ
、
三
つ
の
組
の
中
老
か
ら
祭
典
委
員
が
九
人
ず
つ
二
七
人

選
ば
れ
る
。
負
担
人
は
三
組
の
輪
番
制
と
な
っ
て
い
る
。
筆
頭
も
負
担
人
と
同

じ
組
か
ら
出
る
。
シ
ャ
ギ
リ
や
狂
言
の
稽
古
は
八
幡
町
会
館
で
お
こ
な
う
。

若
い
衆　

昔
は
一
〇
〇
人
く
ら
い
い
た
が
、
今
は
四
〇
人
く
ら
い
。
萬
歳
樓
の

若
い
衆
に
は
よ
そ
出
身
の
人
が
少
な
い
。
今
で
も
半
分
は
町
内
に
住
ん
で
い
る
。

昔
は
町
か
ら
出
た
人
は
役
員
に
で
き
な
か
っ
た
が
、
現
在
は
町
内
在
住
者
だ

け
で
役
員
を
ま
わ
す
の
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

若
い
衆
見
習
い　

高
校
生
は
若
い
衆
の
見
習
い
を
す
る
。

祭
り
の
執
行
形
態　

狂
言
に
か
か
わ
る
仕
事
を
若
い
衆
が
す
べ
て
仕
切
っ
て
い

る
。
若
い
衆
祭
り
の
形
態
を
採
っ
て
い
る
。 

人
は
若
い
衆
の
会
計
を
兼
務
す
る
。
ま
た
囃
子
方
の
下
に
は
囃
子
方
の
会
計
を

一
人
置
く
。
暇
番
山
の
年
の
役
職
は
以
上
だ
が
、
出
番
山
の
年
は
祭
り
の
半
年

前
に
な
る
と
、
役
者
方
・
三
役
係
・
照
明
・
衣
装
・
音
響
・
大
道
具
・
小
道
具
・

賄
い
を
決
め
る
。
ま
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
編
集
も
若
い
衆
が
担
当
す
る
。

当
番
町
制　

四
つ
の
町
が
順
番
に
当
番
と
な
る
当
番
町
制
で
、
原
則
と
し
て
、

筆
頭
や
籤
取
人
は
当
番
町
か
ら
出
る
。
前
回
は
中
の
町
（
中
呉
服
町
）が
当
番
だ
っ

た
も
の
の
、
若
い
衆
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
た
め
、
ほ
か
の
町
か
ら
人
集
め
を
し
た
。

祭
執
行
形
態　

昭
和
四
六
年
に
若
い
衆
祭
り
か
ら
総
祭
り
に
移
行
し
た
。

中
老
の
担
当　

山
曳
き
の
管
轄
は
中
老
。
曳
山
の
維
持
・
神
事
・
予
算
を
主
に

担
当
し
て
い
る
。

職
業
の
変
化
に
よ
る
祭
り
運
営
の
問
題　

昔
は
自
分
で
商
売
を
し
て
い
る
人
が

多
か
っ
た
の
で
、
祭
り
の
と
き
は
店
を
閉
め
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
今
は
大
半
が

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
の
で
、
交
代
で
役
に
当
た
っ
て
い
る
。
長
浜
の
昔
な
が
ら
の

会
社
な
ら
祭
り
に
対
し
て
理
解
が
あ
り
休
め
る
こ
と
も
あ
る
が
、
勤
務
先
が
遠

方
だ
と
休
む
こ
と
が
難
し
い
。

町
外
か
ら
の
祭
り
参
加　

若
い
衆
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
町
外
か
ら
の

若
い
衆
の
加
入
も
認
め
て
い
る
。
領
域
的
に
は
長
浜
市
全
体
か
ら
来
て
い
る
。

前
回
か
ら
、
若
い
衆
の
友
人
で
山
曳
き
・
裸
参
り
で
祭
り
に
か
か
わ
る
よ
う
に

な
っ
た
人
の
な
か
で
、
長
年
貢
献
し
た
人
に
若
い
衆
に
な
っ
て
も
ら
う
よ
う
に

な
っ
た
。
現
在
、
ど
の
部
分
の
門
戸
を
広
げ
て
い
く
か
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
二
一
年
の
出
番
山
の
際
に
は
駐
車
場
経
営
や
空
き
店
舗
の
活
用
を
お
こ

な
う
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
、
商
工
会
議
所
出
身
の
人
と
市
役
所
の
人
が
フ
ル
出

場
状
態
で
手
伝
っ
て
い
た
。

祭
り
の
資
金
調
達　

資
金
繰
り
は
助
成
金
や
町
費
で
賄
い
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
載
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で
あ
る
。
現
在
塾
生
は
長
浜
曳
山
祭
だ
け
で
な
く
、
滋
賀
県
米
原
市
や
岐
阜
県
垂

井
町
な
ど
の
子
ど
も
歌
舞
伎
に
も
出
演
し
て
い
る
。
な
お
、
三
役
修
業
塾
に
つ
い

て
は
詳
細
を
第
二
章
で
説
明
す
る
。

(4) 

長
浜
曳
山
祭
囃
子
保
存
会

昭
和
四
六
年
に
発
足
し
た
曳
山
祭
の
シ
ャ
ギ
リ
の
普
及
・
伝
承
を
お
こ
な
う
組

織
で
あ
る
。
ま
た
、
祭
り
の
際
は
出
番
山
組
へ
の
囃
子
方
の
応
援
を
調
整
す
る
役

割
も
持
つ
。
長
浜
市
曳
山
文
化
協
会
お
よ
び
そ
の
前
身
と
な
る
長
浜
曳
山
祭
保
存

会
と
は
独
立
し
た
組
織
で
あ
る
。
な
お
、
囃
子
保
存
会
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
で

詳
し
く
説
明
す
る
。

(5) 

若
衆
会

平
成
九
年
一
月
に
狂
言
を
お
こ
な
う
一
二
の
山
組
の
若
い
衆
で
結
成
し
た
。
当

初
は
学
習
会
と
懇
親
会
を
し
て
い
た
が
、
次
第
に
懇
親
会
の
み
が
お
こ
な
わ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
平
成
二
三
年
二
月
に
改
め
て
筆
頭
・
副
筆
頭
が
集
ま
り
、
今
後
の

あ
り
方
を
考
え
る
会
議
が
開
か
れ
る
。
平
成
二
二
年
の
滋
賀
大
生
の
山
曳
き
ア
ル

バ
イ
ト
が
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
一
二
の
山
組
が
協
力
し
て
は

ど
う
か
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

(6) 

山
組
の
相
互
協
力

山
組
の
相
互
協
力
は
山
曳
き
や
シ
ャ
ギ
リ
の
場
で
見
ら
れ
る
。

山
曳
き
は
近
年
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
た
た
め
、
複
数
の
山
組
が
協
力
し
合
い
、

人
手
を
融
通
し
合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
背
景
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
不
足
だ

け
で
な
く
、
山
曳
き
を
指
揮
指
導
す
る
だ
け
の
人
数
の
余
裕
が
山
組
に
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
も
原
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
平
成
二
三
年
三
月
に
発
生
し

第
二
項
　 

祭
り
を
支
え
る
様
々
な
人
々
と
組
織

こ
こ
で
は
戦
後
設
立
さ
れ
た
祭
り
を
支
え
る
伝
統
的
な
組
織
な
ど
と
は
違
っ
て
、

長
浜
曳
山
祭
の
保
存
・
伝
承
・
普
及
を
目
的
に
戦
後
に
設
立
さ
れ
た
組
織
お
よ
び
、

近
年
の
山
組
間
で
見
ら
れ
る
相
互
協
力
関
係
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
概
観
す

る
。

(1) 

長
浜
曳
山
文
化
協
会

昭
和
五
四
年
に
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
に
合
わ
せ
て
設
立
さ
れ

た
長
浜
曳
山
祭
保
存
会
を
前
身
と
す
る
組
織
で
あ
る
。
現
在
は
長
浜
市
曳
山
博
物

館
に
事
務
局
を
置
い
て
い
る
。
長
浜
曳
山
祭
の
普
及
・
伝
承
・
活
用
を
目
的
と
し
、

現
在
長
浜
市
曳
山
博
物
館
の
運
営
・
三
役
修
業
塾
の
運
営
・
子
ど
も
歌
舞
伎
教
室

の
開
催
・
曳
山
の
修
理
・
曳
山
祭
の
保
存
な
ど
の
業
務
を
お
こ
な
う
。

(2) 

伝
承
委
員
会

長
浜
曳
山
文
化
協
会
の
下
部
組
織
の
一
つ
で
、
三
役
修
業
塾
の
運
営
や
子
ど
も

歌
舞
伎
教
室
な
ど
主
に
曳
山
狂
言
の
伝
承
・
執
行
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
な
お
、
長
浜
曳
山
文
化
協
会
お
よ
び
伝
承
委
員
会
に
つ
い
て
は
論
考
編
「
人

材
育
成
・
芸
能
継
承
の
た
め
の
組
織
」
で
詳
し
く
説
明
す
る
。

(3) 

三
役
修
業
塾

三
役
、
と
く
に
太
夫
・
三
味
線
の
育
成
を
す
る
た
め
に
平
成
二
年
に
設
立
さ
れ

た
組
織
で
あ
る
。
曳
山
狂
言
は
振
付
・
太
夫
・
三
味
線
の
三
役
を
専
門
家
に
依
頼

し
て
執
行
し
て
き
た
が
、
昭
和
後
期
か
ら
人
材
不
足
に
よ
り
曳
山
祭
の
執
行
に
支

障
を
き
た
す
恐
れ
が
出
て
い
た
。
そ
こ
で
地
元
長
浜
で
三
役
を
育
成
し
始
め
た
の
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け
て
振
付
を
中
村
芝
蝶
氏
に
し
て
も
ら
っ
て
い
て
、
以
前
か
ら
つ
な
が
り
が
あ
っ

た
。
起
し
太
鼓
の
と
き
、
宿
に
行
っ
て
交
流
し
た
り
し
て
い
た
。

曳
山
交
替
式
で
の
協
力
　
平
成
一
二
年
一
〇
月
の
曳
山
博
物
館
の
開
館
に
伴
っ

て
、
毎
年
四
月
第
一
土
曜
日
に
四
基
ず
つ
展
示
す
る
曳
山
の
交
替
が
お
こ
な
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
の
山
曳
き
は
自
町
で
お
こ
な
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
各
山
組
は
人
手
不
足
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
ほ
か
の
山
組
や
若
衆
会

な
ど
の
協
力
を
得
て
き
た
。
曳
山
交
替
式
で
の
協
力
関
係
が
祭
り
本
番
で
の
協

力
関
係
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

シ
ャ
ギ
リ
の
相
互
協
力
　
出
番
山
は
狂
言
の
執
行
に
男
子
や
若
い
衆
の
人
手
が

さ
か
れ
る
た
め
、
囃
子
方
が
不
足
し
が
ち
で
あ
る
。
そ
こ
で
囃
子
保
存
会
が
調

整
し
た
り
、
山
組
独
自
に
調
整
し
て
暇
番
山
か
ら
囃
子
方
の
応
援
を
得
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
の
関
係
　
若
い
衆
の
間
で
は
起
し
太
鼓
の
際
に
、
ほ
か
の
山
組
に
激

励
に
行
っ
た
り
す
る
。
ま
た
裸
参
り
の
と
き
は
、
沿
道
で
応
援
し
た
り
迎
え
シ
ャ

ギ
リ
を
し
た
り
す
る
。

(7) 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

昭
和
二
五
年
か
ら
曳
山
祭
の
山
曳
き
は
總
當
番
が
斡
旋
し
て

雇
っ
て
い
た
が
、
次
第
に
人
数
が
集
ま
ら
な
く
な
り
、
昭
和
三
六
年
か
ら
彦
根

市
の
滋
賀
大
学
経
済
学
部
の
学
生
を
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
雇
い
始
め
た
。
平
成

五
四
年
か
ら
五
年
間
全
山
出
場
し
た
と
き
は
、
滋
賀
大
学
学
生
に
加
え
て
陸
上

自
衛
隊
の
今
津
駐
屯
地
か
ら
支
援
隊
が
加
わ
っ
た
。
平
成
五
年
の
長
浜
市
制

五
〇
周
年
記
念
の
全
山
出
場
の
と
き
に
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
市
内
の

各
団
体
が
参
加
し
た
。

平
成
六
年
は
、
滋
賀
大
学
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
不
足
し
、
そ
の
と
き
の
總

た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
今
津
駐
屯
地
の
自
衛
隊
の
応
援
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
、

山
組
の
連
合
を
加
速
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
山
組
の
協
力
関
係
は
、
萬
歳
樓
・
猩
々
丸
・
月
宮
殿
の
三
山
連
合
と
諫
皷
山
・

翁
山
・
鳳
凰
山
の
グ
ル
ー
プ
、
そ
し
て
前
述
し
た
若
衆
会
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

三
山
連
合　

平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
自
衛
隊
に
一
部
し
か
出
て
も

ら
え
な
く
な
っ
た
た
め
、
萬
歳
樓
・
猩
々
丸
・
月
宮
殿
の
う
ち
、
出
番
山
だ
っ

た
萬
歳
樓
に
、
暇
番
山
の
猩
々
丸
と
月
宮
殿
が
人
手
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
が
三
山
連
合
の
始
ま
り
で
、
そ
の
後
も
協
力
が
続
い
て
い
る
。
山
曳
き
以

外
に
も
裸
参
り
の
応
援
も
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
三
つ
の
山
組
は
名
前
に
「
山
」
が
つ
か
ず
、
米
川
よ
り
南
に
あ
る
の
で

川
南
や
南
三
山
と
も
呼
び
、
雰
囲
気
は
北
部
の
山
組
と
少
し
違
う
。
川
南
の
雰

囲
気
は
荒
け
な
い
と
い
わ
れ
る
。
シ
ャ
ギ
リ
の
曲
も
囃
子
保
存
会
の
曲
と
違
う
。

諫
皷
山
・
鳳
凰
山
・
翁
山
グ
ル
ー
プ　

平
成
二
三
年
か
ら
は
山
曳
き
経
費
節
約

の
た
め
な
ど
か
ら
諫
皷
山
・
翁
山
・
鳳
凰
山
の
負
担
人
の
協
議
に
よ
り
登
り
山

と
祭
り
本
日
で
互
い
に
山
曳
き
の
協
力
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
東
日
本
大
震

災
が
起
こ
る
前
か
ら
、
協
力
し
て
お
こ
な
う
こ
と
を
決
め
て
い
た
。
曳
山
交
替

式
で
の
相
互
協
力
が
あ
っ
た
の
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
話
し
が
ま
と
ま
っ
た
。
ま
た

暇
番
山
も
祭
り
を
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
後
押
し
し
た
。

曳
山
交
替
式
で
の
山
曳
き
の
協
力
は
平
成
一
七
年
か
ら
お
こ
な
っ
て
い
る
。

三
町
の
負
担
人
で
話
し
合
っ
て
、
若
い
衆
が
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
負
担

人
間
で
話
を
つ
け
、
あ
と
の
こ
と
は
筆
頭
に
任
せ
て
、
と
く
に
挨
拶
は
い
ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
し
た
が
、
実
際
は
扇
子
を
持
っ
て
挨
拶
は
お
こ
な
っ
た
し
、

曳
い
て
も
ら
っ
た
ら
、
そ
の
日
に
缶
ビ
ー
ル
を
配
っ
た
。

諫
皷
山
・
翁
山
・
鳳
凰
山
は
昭
和
四
〇
年
代
後
半
か
ら
平
成
一
〇
年
頃
に
か
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當
番
だ
っ
た
諫
皷
山
と
翁
山
が
山
曳
き
を
し
た
。
翌
七
年
は
、
阪
神
大
震
災
の

た
め
自
衛
隊
の
応
援
が
不
足
し
、
滋
賀
大
学
学
生
・
暇
番
山
・
自
衛
隊
・
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
・
連
合
滋
賀
な
ど
に
よ
っ
て
山
曳
き
が
さ
れ
た
。
翌
年
、
前
年

を
踏
ま
え
て
總
當
番
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
た
。
南
組
（
月
宮
殿
・
猩
々
丸
・

萬
歳
樓
）
の
若
い
衆
が
応
募
し
、
出
番
山
の
月
宮
殿
を
曳
い
た
。
こ
の
関
係
が

以
後
、
三
山
連
合
と
な
っ
て
続
い
て
い
く
。
平
成
一
八
年
の
新
長
浜
市
誕
生
記
念
・

平
成
一
九
年
の
長
濱
八
幡
宮
別
表
神
社
昇
格
記
念
・
平
成
二
二
年
の
長
浜
市
広

域
合
併
記
念
で
全
山
出
場
と
な
り
、
暇
番
山
の
山
曳
き
に
一
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
参
加
し
た
。
こ
の
と
き
長
浜
バ
イ
オ
大
学
生
の
参
加
が
始
ま
る
。
平
成
二
三

年
、
滋
賀
大
学
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
ま
と
ま
ら
ず
、
總
當
番
は
初
め
て
広
く
市

民
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
公
募
し
た
。
事
前
に
曳
山
祭
や
山
曳
き
な
ど
の
説
明
会

が
開
か
れ
、
祭
り
で
は
山
組
の
指
導
の
も
と
山
曳
き
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の

年
は
、
諫
皷
山
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

加
わ
り
、
翁
山
・
鳳
凰
山
の
応
援
と
と
も

に
山
曳
き
を
お
こ
な
っ
た
。
長
刀
組
の
太

刀
渡
り
に
は
初
め
て
長
浜
バ
イ
オ
大
学
生

が
幟
持
ち
な
ど
で
参
加
し
た
。
ま
た
、
三

月
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
で
自
衛
隊
が

来
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
急
遽
暇
番
山

の
若
い
衆
が
春
日
山
の
山
曳
き
を
お
こ

な
っ
た
。

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
は
、
平
成

二
四
年
の
總
當
番
に
も
引
き
継
が
れ
て
い

る
。
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
長
浜
バ
イ

オ
大
学
・
滋
賀
文
教
短
期
大
学
・
滋
賀
大

学
経
済
学
部
・
滋
賀
県
立
大
学
に
参
加
を

呼
び
か
け
た
。

　

一
方
で
未
経
験
者
は
不
安
だ
、
暇
番
山

の
若
い
衆
が
山
曳
き
を
し
て
は
な
ど
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
消
極
的
な
意
見
も
聞
か
れ

る
。

山組

①翁山（伊部町組）
②青海山（北町組）
③諫皷山（御堂前組）
④鳳凰山（祝町組）
⑤常磐山（呉服町組）
⑥高砂山（宮町組）
⑦孔雀山（神戸町組）
⑧壽山（大手町組）
⑨春日山（本町組）
⑩萬歳樓（瀬田町組）
⑪月宮殿（田町組）
⑫猩々丸（船町組）
⑬長刀山 ( 小船町組 )

①
②

③
④⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

長濱八幡宮

近世の長浜町と現在の山組の範囲
点線は近世の町境界、太線は現在の山組の境界線


